
 

講座名（専門科目名） 外科学（消化器外科学２） 教 授 氏名 土岐 祐一郎 

学生への指導方針 
外科診断・治療の進歩に貢献しうるトランスレーショナル研究を通じて、論理的思考力 

自発的行動力を養成する 

学生に対する要望 外科研究に対する熱意を持つ意欲的な学生を希望する 

問 合 せ 先 
(Tel) 06-6879-3251 

担 当 者 山本 和義 
(Email) kyamamoto13@gesurg.med.osaka-u.ac.jp 

その他出願にあたって

の注意事項等 
特記すべきことなし 

 

 

研 究 内 容 

1. 癌における抗がん剤耐性・放射線耐性機構の解明と新規治療法の開発 

2. 癌ワクチン・樹状細胞を用いた免疫治療の開発 と治療効果予測法の開発 

3. 癌の浸潤・転移メカニズムの解明 

4. 網羅的遺伝子解析を用いた抗がん剤・放射線感受性予測 

5. 癌における新規腫瘍マーカー探索 

6. 末梢血中腫瘍由来 DNA の検出 と臨床応用 

7. 上部消化管術後の体重減少のメカニズム解明とその臨床応用 

8. 食道癌術後体重減少患者に対するグレリン投与臨床試験 

9. GI S T ・消化管粘膜腫瘍の系統的治療法開発 

10. 消化管間質腫瘍における遺伝子変異解析 ・ 臨床病理遺伝学的研究 

11. 炎症性腸疾患、機能性消化器疾患の基礎的・臨床的研究 

12. 低侵襲手術・手術支援システムの研究・開発 
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